
                                          
                                       

資料６   

学生等に向けた取り組み予定 

 

【北陸地方整備局】 

 

①現場見学会の予定 

⇒『北陸地整がススめる！現場見学ガイド』で代表的な現場見学会を紹介 

  

②出前講義の紹介 ⇒「地域のものがたり講座」 

 

③インターンシップ受け入れ予定 

  対象学生：技術系（土木・機械・電気通信・建築）を学ぶ学生・生徒 

  募集期間：例年５月上旬～６月上旬で受け付け（※ＨＰで募集案内） 

実習期間：概ね７月１０日～９月３０日の期間中で調整 

       ※約１、２週間とし、実習生（学校）の要望を考慮し決定 

実習場所：北陸地方整備局管内の事務所等２５箇所のうち希望する場所 

       ※平成２６年度は１０事務所で１７名受け入れ。 

    新潟港湾空港技術調査事務所、信濃川下流河川事務所、新潟国道事務所、 

    長岡国道事務所、信濃川河川事務所、高田河川国道事務所、金沢河川国道事務所、

金沢港湾・空港整備事務所、黒部河川事務所、千曲川河川事務所 

実習内容：別紙１   

 

 

 

【富山県】 

○土木系学生のインターンシップ受入れ予定 

・期間：各年度８月～９月の間の１週間又は２週間 

・実習内容：実習先の土木センターにおける土木行政 

・受入れ可能人数：富山県内４土木センター×各２名（４×２）の８名程度 

・受付時期：各年度４月～（先着順） 

・担当窓口：土木部管理課管理係 

 

※平成２６年度実績 ７名 

 

  



                                          
                                       

【日本建設業連合会北陸支部】 

・小学校高学年を対象にした「親子工事見学会」については、毎年実施することとして

います。また、見学現場については、６月に検討し選定することとしています。 

 

・今後も「市民現場見学会」を学生にも参加を呼びかけ実施することとしています。 

 また、見学現場については、７月頃に検討し選定することとしています。 

 

 

【（一社）富山県建設業協会】 

・学生を対象とするインターンシップ事業については、年間をとおして受け入れを要請し

ている。 

 

 

【(一社)建設コンサルタンツ協会北陸支部】 

 

１．例年実施している新潟大学農学部からの要請に基づく出前講座を実施する予定 

  昨年の講義の内容 

  ・「建設コンサルタント業界と自然環境に関する仕事の概要」 

  ・「自然環境調査などの事例 土木に生態学の知見」 

  ・「トキの野生定着と地域振興に向けて」 

  ・「人とトキとの共生に向けた農村づくり」(グループ討議及び発表) 

 

２．支部管内の各高等学校へ「支部作成の「建コン PR 動画」のチラシ」を配布し、管内

の高校生に対して建設コンサルタントの「仕事と魅力」の理解促進図る予定。 

      ・・・別紙「チラシ」及び「シナリオ」のとおり 

 

３．インターンシップについては、以下のとおり 

 

 

  

◆インターンシップの受け入れについて

（１）今後、インターンシップを受け入れる予定はありますか？ ある　　　・　　　ない

（２）「ある」と回答した会社は、インターンシップの受け入れ対象学校はどこかお聞かせ下さい。

　　　　高校生　０社　　・大学生　１６社(新潟１０社、富山１社、石川5社(内大学院１社))　　・高校生と大学生の両方を対象 　３社(富山２社、石川1社)　　　・その他（　　　）

（３）「ない」と回答した会社は以下にその理由をご記載下さい。

・インターンシップ受け入れには、受け入れ側も企画・対応するための人的な余力が必要となるため。

ある １８社(新潟１０社、富山３社、石川５社) なし ２社(新潟０社、富山１社、石川１社)



                                          
                                       

【（一社）富山県測量設計業協会】  

現時点で学校へ向けての広報活動を協会としては把握していません。 

 

インターンシップは、数社が実施しています。27 年度の計画は今のところ未定ですが、

たぶん計画が決まった段階でサイトの方に掲載されると思います。インターンシップは

企業側に応分の負荷がかかります。できれば時期を合わせて実施したいのですが、学校

や学生の都合で日程が定まらないのが現状です。応募者が全くない年度もあります。開

催時期を産学で決めればよいと思います。 

高校生の将来の進路を決めるうえでの、職業体験（高校版の 14 歳の挑戦）が企画でき

ればと思います。協会で受け付けて会員企業の中から受け入れ可能な会社を順次紹介す

る。 

一部企業では、県立大学の「企業を知る木曜日」に参加し、業務内容の具体や業界の

ことなどをテーマに講演を行っています。学生からは、業務の具体的な例を聞くことで、

やりがいや興味がわいたなどの感想がありました。 

協会として学校（大学・高校・中学）を対象に現場見学会や職場体験などを受け入れ

ることは、日常に何気なく利用している道路や橋、また目立たないところで暮らしの安

心や安全を守っている施設などが、目的を達成するために測量や設計を経て建設されて

いるという事を知ってもらう為に、必要な取り組みだという認識は常にあります。しか

し、担当部署や手続きなどが分からないのが現状です。学校からの依頼があれば即座に

対応していますが、県全体として体制が整備されればと思います。 
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事

業
の

必
要

性
を

学
び

、
工

事
監

督
な

ど
を

体
験

・
急

流
河

川
手

取
川

の
工

事
監

督
及

び
河

川
パ

ト
ロ

ー
ル

を
体

験
・
全

国
的

に
極

め
て

希
な

高
山

地
域

で
の

大
規

模
地

す
べ

り
対

策
に

お
け

る
現

地
調

査
及

び
工

事
監

督
体

験

金
沢

河
川

国
道

事
務

所
土

木
1

７
月

中
旬

～
８

月
中

旬
２

週
間

石
川

県
の

道
路

事
業

　
～

直
轄

国
道

の
整

備
・
管

理
の

取
り

組
み

～
・
観

光
都

市
金

沢
市

街
地

で
の

道
路

パ
ト

ロ
ー

ル
の

実
施

・
能

登
半

島
の

発
展

に
寄

与
す

る
国

道
4
7
0
号

七
尾

氷
見

道
路

等
の

大
規

模
工

事
に

お
け

る
工

事
監

督
体

験

金
沢

港
湾

・
空

港
整

備
事

務
所

土
木

1
　

７
月

中
旬

～
８

月
上

旬
２

週
間

金
沢

港
大

水
深

岸
壁

事
業

の
計

画
と

施
工

・
金

沢
港

で
建

設
し

て
い

る
大

水
深

の
岸

壁
事

業
に

お
け

る
計

画
実

務
（
計

画
に

関
す

る
資

料
取

り
ま

と
め

）
・
高

度
な

技
術

力
が

必
要

と
さ

れ
る

桟
橋

の
鋼

管
杭

打
設

の
現

場
実

務
（
工

事
監

督
補

助
な

ど
）

８
月

上
旬

～
９

月
下

旬
土

木
3

２
週

間
日

本
一

の
大

河
信

濃
川

流
域

の
治

水
事

業
～

災
害

か
ら

地
域

住
民

の
安

心
・
安

全
を

守
り

続
け

る
取

り
組

み
～

・
信

濃
川

の
流

量
を

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

し
、

越
後

平
野

を
洪

水
か

ら
守

り
続

け
て

い
る

大
河

津
可

動
堰

を
始

め
と

し
た

大
規

模
河

川
管

理
施

設
を

見
て

役
割

を
学

ぶ
・
河

岸
段

丘
か

ら
扇

状
地

、
氾

濫
原

へ
と

地
形

の
変

化
に

富
ん

だ
信

濃
川

で
の

河
川

パ
ト

ロ
ー

ル
を

体
験

・
度

重
な

る
浸

水
被

害
の

軽
減

を
図

る
た

め
、

国
・
県

・
市

の
3
者

が
一

体
と

な
っ

て
整

備
を

進
め

て
い

る
柿

川
放

水
路

事
業

に
お

け
る

樋
門

工
事

の
工

事
監

督
を

体
験

信
濃

川
河

川
事

務
所

所
在

地

新 潟 県

新
潟

市

長
岡

市

石 川 県
金

沢
市

別
紙
１
（
資
料
６
）



事
務

所
職

種
人

数
時

期
期

間
テ

ー
マ

実
習

内
容

所
在

地

伏
木

富
山

港
湾

事
務

所
土

木
1

　
７

月
中

旬
～

８
月

上
旬

２
週

間
伏

木
富

山
港

の
物

流
機

能
に

関
す

る
調

査
伏

木
富

山
港

と
中

国
・
ロ

シ
ア

な
ど

の
港

と
の

物
流

に
つ

い
て

、
貨

物
な

ど
の

特
徴

を
整

理
す

る
と

共
に

、
伏

木
富

山
港

で
の

物
流

の
今

後
の

あ
り

方
を

取
り

ま
と

め
る

。

富
山

河
川

国
道

事
務

所
土

木
1

　
７

月
中

旬
～

１
２

月
下

旬
１

～
２

週
間

富
山

県
の

河
川

の
特

性
を

考
慮

し
た

河
川

事
業

 ～
常

願
寺

川
の

整
備

・
管

理
～

日
本

一
の

急
流

河
川

で
あ

る
常

願
寺

川
に

お
い

て
河

川
パ

ト
ロ

ー
ル

等
を

通
し

て
急

流
河

川
の

特
性

及
び

新
た

な
河

岸
防

護
工

の
考

え
を

学
ぶ

高
岡

市
　

　
　

〃
　

　
　

　
能

越
、

高
岡

国
道

維
持

出
張

所
土

木
2

　
７

月
中

旬
～

９
月

中
旬

１
週

間
富

山
県

の
道

路
事

業
～

直
轄

国
道

の
調

査
計

画
か

ら
工

事
、

維
持

管
理

業
務

～

・
富

山
県

内
の

直
轄

国
道

の
計

画
着

手
か

ら
工

事
進

捗
に

向
け

た
流

れ
を

学
ぶ

・
能

登
地

域
と

三
大

都
市

圏
（
東

京
・
大

阪
・
名

古
屋

）
を

結
ぶ

七
尾

氷
見

道
路

（
氷

見
市

灘
浦

～
脇

）
の

工
事

現
場

監
督

を
体

験
・
高

規
格

幹
線

道
路

、
山

間
部

、
市

街
地

、
海

岸
部

と
多

様
な

直
轄

国
道

の
道

路
パ

ト
ロ

ー
ル

等
の

維
持

管
理

黒
部

市
黒

部
河

川
事

務
所

土
木

2
　

７
月

下
旬

～
８

月
上

旬
1
週

間
黒

部
川

の
治

水
事

業
　

～
黒

部
川

流
域

の
河

川
、

ダ
ム

や
下

新
川

海
岸

の
取

り
組

み
～

・
日

本
で

も
屈

指
の

急
流

河
川

で
あ

る
黒

部
川

の
河

川
巡

視
実

務
・
全

国
で

も
侵

食
の

激
し

い
海

岸
と

し
て

有
名

な
下

新
川

海
岸

の
海

岸
巡

視
実

務
・
直

轄
ダ

ム
で

は
初

め
て

と
な

る
土

砂
を

排
出

す
る

排
砂

設
備

を
有

す
る

宇
奈

月
ダ

ム
で

の
点

検
作

業
の

実
務

・
各

事
業

に
お

け
る

工
事

現
場

で
の

実
習

砺
波

市
利

賀
ダ

ム
工

事
事

務
所

土
木

2
７

月
下

旬
～

８
月

下
旬

１
週

間
庄

川
流

域
の

安
全

･安
心

を
確

保
　

－
利

賀
ダ

ム
建

設
事

業
の

役
割

－
・
地

域
と

も
に

築
く
安

全
・
安

心
を

考
え

る
利

賀
ダ

ム
建

設
事

業
に

つ
い

て
学

ぶ
・
地

域
住

民
の

生
活

を
支

え
る

生
活

再
建

道
路

の
工

事
監

督
を

体
験

（
下

島
大

橋
施

工
プ

ロ
セ

ス
検

査
等

）
・
山

間
部

で
急

斜
面

な
地

形
の

工
事

を
肌

で
感

じ
る

（
こ

れ
ま

で
実

施
し

た
ト

ン
ネ

ル
、

橋
梁

工
事

等
の

事
例

）

福
井

県
敦

賀
市

敦
賀

港
湾

事
務

所
土

木
1

　
７

月
下

旬
～

８
月

上
旬

２
週

間
敦

賀
港

の
外

郭
施

設
（
防

波
堤

）
の

築
造

工
事

敦
賀

港
に

入
る

波
を

遮
る

防
波

堤
（
総

延
長

1
,3

3
0
m

）
に

つ
い

て
、

築
造

の
最

終
段

階
に

お
け

る
現

場
実

務
（
工

事
監

督
補

助
な

ど
）

長
野

市
千

曲
川

河
川

事
務

所
土

木
1

７
月

中
旬

～
８

月
下

旬
１

週
間

千
曲

川
・
犀

川
の

流
量

観
測

及
び

環
境

調
査

日
本

一
の

幹
川

流
路

延
長

（
3
6
7
㎞

）
を

ほ
こ

る
信

濃
川

の
上

流
部

に
位

置
す

る
千

曲
川

・
犀

川
に

お
い

て
・
河

川
整

備
の

目
的

を
、

工
事

現
場

を
見

て
回

り
理

解
す

る
・
流

量
観

測
を

実
際

に
行

い
取

り
ま

と
め

る
。

ま
た

デ
ー

タ
が

何
に

使
用

さ
れ

る
か

理
解

す
る

松
本

市
松

本
砂

防
事

務
所

土
木

1
７

月
下

旬
～

８
月

中
旬

２
週

間
北

ア
ル

プ
ス

地
域

の
砂

防
施

設
の

計
画

設
計

3
,0

0
0
m

級
の

高
山

が
連

な
る

北
ア

ル
プ

ス
か

ら
流

出
す

る
膨

大
な

土
砂

を
起

因
と

す
る

土
砂

災
害

か
ら

国
土

を
守

る
砂

防
事

業
の

調
査

設
計

の
実

務

大
町

市
大

町
ダ

ム
管

理
所

土
木

1
７

月
中

旬
～

９
月

中
旬

１
～

２
週

間
高

瀬
川

下
流

域
の

安
全

を
守

り
環

境
に

配
慮

し
た

ダ
ム

管
理

ダ
ム

の
安

全
性

及
び

機
能

を
長

期
的

に
保

持
す

る
た

め
の

施
設

点
検

巡
視

環
境

に
配

慮
し

た
ダ

ム
放

流
効

果
の

調
査

検
証

（
水

文
観

測
）

気
象

状
況

と
ダ

ム
管

理
諸

量
に

つ
い

て
と

り
ま

と
め

比
較

傾
向

検
証

福
島

県
会

津
若

松
市

阿
賀

川
河

川
事

務
所

土
木

2
７

月
下

旬
～

８
月

下
旬

２
週

間
会

津
地

域
を

潤
す

阿
賀

川
流

域
の

治
水

事
業

～
阿

賀
川

・
大

川
ダ

ム
の

工
事

・
管

理
～

・
阿

賀
川

下
流

部
河

道
拡

幅
事

業
や

阿
賀

川
弱

小
堤

防
対

策
事

業
の

効
果

を
学

び
工

事
監

督
を

体
験

す
る

・
堤

防
点

検
、

河
川

巡
視

及
び

河
川

法
許

認
可

の
実

務
・
大

川
ダ

ム
の

効
果

及
び

管
理

の
実

務
を

学
ぶ

長 野 県富 山 県

富
山

市

別
紙
１
（
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料
６
）




